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令和８年３月２５日 

 

 

 

令和７年度 東京都立七生特別支援学校 学校経営報告 

 

 

現代は、変化が激しく物事が多様化複雑化し、将来の予測が困難な時代であると言える。この時代認

識に基づき、昨年度、東京都が策定した東京都教育ビジョン（第５次）では、「自ら未来を切り拓く力の

育成」、「誰一人取り残さないきめ細かな教育の充実」、「子供たちの学びを支える教職員・学校の力の強

化」の３本の柱を設定した。 

今年度、本校ではこれらのことを鑑み、将来の持続可能な社会を担う人材の育成とこの時代に相応し

い学校づくりに取り組んできた。以下に学校経営の状況について報告する。 

 

 

Ⅰ 今年度の取組目標等に関する自己評価 

   目標達成度（％） Ｓ：目標以上の成果があった  Ａ：目標を達成した  Ｂ：おおむね目標を達成した 

Ｃ：目標を達成しなかった   Ｄ：目標や具体的方策の設定に改善が必要である 

 

１ 安全で安心な教育環境の整備 

（１）★学校事故、感染症、自然災害等に係る危機管理対策の推進【全教職員、生活指導部】  Ｂ 

ア 事故防止週間（毎月第３週）、全校安全ケース会議（年２回）、事故防止研修やヒヤリハット・ 

アクシデント報告（職員朝会、毎週学年会、企画調整会議）、見守りＧＰＳ端末の活用 

  イ ガイドラインに基づく感染症対策の徹底、学校医や都教委との連携のもと学年閉鎖措置を行 

い、感染拡大を防止（１１月４学年及び１２月１学年） 

  ウ 関係機関との連携による多様な訓練・研修の実施、七生福祉園グラウンドへの避難（避難訓 

練月１回、自衛消防訓練、不審者対応訓練、セーフティ教室） 

  エ 敷地内環境整備及び安全対策の実施（安全点検月１回） 

  オ 防災教育推進委員会（年２回）、避難所運営マニュアルの活用（８月防災教育講演会） 

（２）スクールバスの安全な運行の徹底【全教員、生活指導部、スクールバス安全運行支援員】 Ｂ 

ア ガイドラインに基づく乗降車確認の徹底、スクールバス懇談会の活用（年２回） 

イ 運行会社や乗務員との円滑な連携（通年）、乗務員対象スクールバス会議の実施（月１回） 

 乗車児童・生徒への対応に関する保護者と乗務員との連携、校外学習における活用 

（３）★適切な保健管理、保健指導及び安全な給食の推進【全教職員、保健給食部、経営企画室、 

栄養士、医療的ケア安全委員会】                           Ａ 

ア 保護者との連携による服薬やアレルギー、食形態等への組織的な対応及び事故未然防止の徹 

底（日々の服薬確認、外部専門員による口腔機能アセスメント、学校給食運営委員会）、療育 

相談による保護者支援（月１回） 

イ 医療的ケアの安全な実施（医療的ケア研修会、非常勤看護師による対応、宿泊行事への保護 

者同行に向けた円滑な手続きの遂行） 

ウ 研修会実施による事故等への対応力向上（エピペン操作、心肺蘇生法） 

エ ＡＥＤ作動確認（毎日）、ＷＢＧＴ確認（夏季のみ毎日） 

オ 保健だより、給食だよりの発行による理解啓発（月１回） 

  カ 給食委託業者との円滑な連携（委託業者との連絡会月１回）、適時安全な給食の提供（毎日） 
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２ 人権を尊重した教育の推進 

（１）★児童・生徒の人権に配慮した指導の徹底【全教職員、学部】             Ｃ 

ア ロールモデルとして人権に配慮した言動の徹底（名字さん付け呼称、人権研修、ヒアリング） 

  イ 根拠のある説明責任を果たすことができる指導の徹底（アセスメントに基づく個別指導計画 

の作成・実施・評価２回） 

ウ 一人一人の状況や障害特性に応じた指導、教材作成及び学習環境の整備の徹底（学習環境の 

構造化、視覚支援、外部専門員の助言による授業改善、研究授業） 

エ 教育活動全体を通して行う道徳教育の充実、命や思いやりを大切にする心の指導（日常生活 

の指導、ホームルーム活動） 

オ 自己肯定感や自己効力感を育む指導の推進（係活動、地域貢献活動、表彰、アートプロジェ 

クト展等の活用、レインボーギャラリ―の活用、生徒会活動、部活動） 

カ 人権に配慮した指導に対する保護者満足度の向上（９８％） 

キ 学校生活に関する中・高生徒満足度の向上（９５％） 

（２）★いじめ、服務事故の根絶【全教職員、生活指導部、支援部、スクールカウンセラー】  Ｃ 

ア いじめ防止基本方針に基づく組織的な対応、学校いじめ対策委員会や学校サポート会議開催 

（年３回）、早期発見、早期対応に向けた学年内の円滑な情報共有、アンケートの実施 

イ スクールカウンセラーを活用した教育相談の推進（スクールカウンセラー通信発行４回） 

ウ 服務事故の根絶（服務事故防止研修年３回、服務状況確認５回、個人情報一時紛失事故） 

 

３ 個々の教育的ニーズに応じた教育の推進 

（１）★デジタル技術を活用した教育の推進【全教職員、ＩＣＴ部】             Ｂ 

ア 生活年齢や障害特性に応じたＩＣＴ機器及びデジタル教材を活用した指導の推進（授業に 

 おける児童・生徒の端末使用率９０％） 

（２）各教科等の指導の充実【中高作業学習充実・地域連携プロジェクト】          Ｂ 

  ア 中学部及び高等部の作業学習の改善・充実（「働く意欲及び働く力の指導内容表」を活用した授 

業改善、外部専門員による助言、作業学習チーフ会定期開催による） 

  イ 高等部理科・社会の充実（日野市郷土資料館学芸員の活用） 

（３）★個々に応じた自立と社会参加を見据えた指導の推進【全教員、生活指導部、進路指導部】Ｂ 

ア 人権に配慮した言動の徹底（名字さん付け呼称、語先後礼の挨拶） 

イ リーダーシップや考動力＊育成の推進（各指導場面）   ＊自ら考え行動できる力 

ウ 発達段階に応じた一人通学指導の促進（一人通学計画書の活用による継続指導、随時） 

エ キャリア教育全体計画に基づく個に応じたキャリア教育の推進（「キャリア教育 指導の視 

点（個別編・集団指導編）」の活用） 

  オ 希望する進路の実現に向けた進路指導の充実（作業学習、就業体験、現場等実習、各種検定） 

  カ 主権者教育の推進（日野市選挙管理委員会の支援による模擬選挙） 

（４）心身の健康の保持増進や体力の向上及び事故防止の徹底【学部、保健室、体育科、栄養士】Ｂ 

ア 担任と保健室の連携による児童・生徒の健康管理の推進（毎日） 

イ 「TOKYO ACTIVE PLAN for students」（令和４年３月策定）（総合的な子供の基礎体力向上方 

策（第４次推進計画））を参考にした生徒の体力向上（体力テストの活用） 

  ウ 食育及び健康指導の推進（食育全体計画、健康診断、歯科保健指導、学校保健委員会） 

  エ ＳＮＳの適切な使用、薬物乱用防止など健全育成に関する教育の充実（薬物乱用教室、外部 

機関の活用） 

  オ 講師招聘によるがん教育の推進（９月、高１） 

カ 各通知やガイドラインに基づく安全な体育活動の実施及び事故発生時の適切な対応の徹底 

キ 各通知やガイドライン及び活動計画に基づく安全な部活動の実施 
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（５）★読書活動及び図書室の充実【読書活動及び図書室充実プロジェクト】         Ａ 

  ア 図書室管理、蔵書管理、図書貸出管理等マニュアル作成、担当部署検討（１０月） 

  イ 全学年による推薦図書紹介、お話し会（高幡図書館）、図書委員会活動の推進、表彰制度創設 

 （６）「東京グローバル人材育成指針」（令和４年３月）を踏まえた多文化理解の推進      Ｂ 

  ア 外国人英語等教育補助員（ＡＬＴ）の活用による外国語の授業の充実 

 

４ 社会に開かれた学校づくりの推進 

（１）保護者や七生福祉園との連携の推進【学部、支援部、福祉園連絡協議会】        Ａ 

ア 個別指導計画の作成、実施及び評価 

    （保護者会、個別面談、外部専門員によるアセスメント、授業参観） 

イ 個別指導計画に関する保護者満足度の向上（９８％） 

ウ 児童・生徒の状況の共通理解と相談機能及び支援の充実 

    （教育相談、校内支援連絡会、外部専門員の活用、福祉園連絡協議会、） 

（２）★教育活動等の情報の積極的な発信による理解啓発の推進【ＩＣＴ部、進路指導部、学部】Ａ 

ア ニーズに応じた情報の発信（各種通信、ホームページ、学校公開等） 

イ 保護者や福祉園への進路に関する情報提供 

    （保護者会、進路先見学会及び進路講演会、進路便り、進路個別面談、進路情報室の活用） 

  ウ 学校情報の適時適切な発信に関する保護者満足度の向上（９９％） 

（３）★特別支援教育のセンター的機能の推進【支援部、特別支援教育コーディネーター、学部】Ａ 

ア 教育庁指導部指定「副籍制度の充実による交流活動の推進」事業における副籍交流事例集デ 

 ジタル版の制作【副籍制度充実プロジェクト】 

イ 関係小・中・高等学校との交流及び共同学習の実施 

    （障害者スポーツの活用、出前授業、交流教育連絡会 副籍直接交流、学校間交流） 

ウ 市内幼稚園、保育園、小・中学校、関係機関等への支援（要請訪問、８/１公開研修会） 

  エ 都立高校における発達障害教育の推進に向けた支援（地区情報交換会、８校１０課程担当） 

オ 日野市との連携（各種委員会等への参画、研修・相談等支援、各部事業への参画） 

カ 帝京大学との教育連携を活用した教員志望者への支援（８/２２学生向けガイダンス「レイ 

 ンボーテラス」） 

（４）★地域資源や外部人材を活用した教育の推進【進路指導部、支援部、総務部、経営企画室、 

中高作業学習充実・地域連携プロジェクト】                      Ａ 

ア 地域資源を活用した教育活動の充実（帝京大学、百草団地自治会、多摩療護園、湯沢福祉 

 センター、東京ベルディ、レインボーカフェ） 

イ 生活支援及び就労支援機関との連携の推進（学校生活支援シート等の作成、支援会議、放 

 課後等デイサービス事業所連絡会、日野市内福祉事業所連絡会） 

  ウ 都立学校開放事業による生涯教育への支援（本人講座、施設開放） 

エ 学生インターンシップや学生ボランティア等の受け入れに係る連携（明星大学、帝京大学） 

 

５ 教職員の専門性向上及びミドルリーダー育成の推進 

（１）★知的障害教育の専門性向上【全教員、研究部、授業力向上・ＳＯＤ推進プロジェクト】 Ａ 

ア 外部人材を活用した全校研究活動「発達検査結果の理解と活用」（夏季研修会４回実施） 

イ 授業力向上動画のデータベース化及び活用（５月教職員のニーズ把握、動画撮影） 

ウ 教職員研修センター主催研修会受講促進 

 エ 学習指導案の改善による授業力向上（一人１回研究授業実施） 

（２）★デジタル技術活用力の向上【全教員、研究部、ＩＣＴ部、ＩＣＴ支援員】       Ｂ 

  ア ＩＣＴ機器及びデジタル教材を活用する授業の推進（教員用 iPad利活用推進）、保護者向 
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   けＩＣＴ通信の発行（年３回））、外部専門員の活用 

（３）★ミドルリーダーの育成の推進【管理職、主幹教諭】                 Ａ 

ア 主幹教諭のマネジメント力の向上（企画調整会議や主幹会議の活用、所掌部署の円滑な進行 

管理、取組目標進捗状況報告年２回（８月、１月）） 

イ 主任教諭のマネジメント力の向上（主幹教諭との連携による円滑な学部学年及び分掌部運営、 

担当主幹教諭による進捗状況報告随時、全校主任会開催（４月）） 

  ウ 東京都教育委員会主催の研修会等の受講促進（研究開発委員会、学校経営セミナー、学校マ 

ネジメント講座） 

 

６ 適正で効率的効果的な組織運営及び働き方改革の推進 

（１）法令等に基づく厳正な服務規律の徹底【全教職員】（服務事故ゼロの実現）        Ｃ 

ア 服務事故防止研修の活用による法令順守に対する意識の徹底（年３回実施《再掲》） 

イ 個人端末及び保有個人情報の適正使用・管理の徹底（マニュアルに基づく管理・点検の徹底） 

（２）主幹教諭及び経営企画室長を中心とした学校運営の推進【企画調整会議、主幹会議】   Ａ 

  ア ラインを活用した円滑な情報共有による組織的な運営の推進 

イ 企画調整会議及び主幹会議を活用した学校経営計画の具現化の推進（学校経営計画進行管理 

表の活用） 

（３）★効率的効果的な業務遂行及び業務の精選による働き方改革の推進【全教職員、管理職、主 

幹教諭、安全衛生委員会】                              Ｂ 

ア 会議のペーパーレス化推進、会議運営の効率化推進、各業務のデジタル化推進 

イ ４Ｓ（整理、整頓、清掃、清潔）及びクリーンデスクの徹底（毎日） 

ウ 学校閉庁日、マイ定時退庁日（週１日）、定時退庁ウィーク（夏季休業中）の活用 

エ 教職員の勤務時間外在校時間縮減の徹底（月８０時間超０．３％、月４５時間以下７８％） 

オ 育児・介護支援及び休暇制度の活用促進 

カ 教職員の健康管理の推進（安全衛生委員会年１２回、職員健康診断等受診率１００％） 

キ 産業医による面接指導（新規採用教職員、健康診断２次検診受検者） 

  ク 新規採用教員メンターの活用推進（心理士による面談実施） 

  ケ 教職員アウトリーチ相談事業の活用（心理士による面談実施） 

（４）経営企画室業務の円滑で適正な遂行と積極的な経営参画【経営企画室】        Ａ 

ア 服務、予算決算、学事、給与、施設、給食等の各業務の円滑で適正な遂行（５月定例監査） 

イ 就学奨励費研修会や事務処理等を通した教員による経営企画室業務の理解促進 

ウ 学校徴収金の適正な執行の徹底【学部主任、学年主任】 

エ 自律経営推進予算センター執行率推奨値の達成（６０％） 

オ 裏山樹木及び敷地内植栽の管理、害虫・鳥獣駆除、ごみの減量やリサイクル化推進、校内美 

化、雨漏り対策、施設維持管理等の業務を通した学校環境保全の推進 

（５）★学校評価等の活用による学校運営の改善【学校運営連絡協議会事務局】       Ａ 

ア 学校評価アンケートの利便性及び回収率の向上（９６％） 再掲 

イ 人権に配慮した指導に対する保護者満足度の向上（９８％） 再掲 

ウ 個別指導計画に対する学校評価の保護者満足度の向上（９８％） 再掲 

  エ 学校情報の適時適切な発信に関する保護者満足度の向上（９９％） 再掲 

オ 中・高生徒の学校生活満足度の向上（９５％） 再掲 
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 ７ 各項目に係る数値目標の達成度（令和８年３月２５日現在） 

 

項目 内容 数値目標 結果 

１ 安全で安心

な教育環境の整

備 

都教委届け出事故報告 

全校安全ケース会 

警察、消防等との連携による訓練 

防災教育推進委員会 

乗務員対象スクールバス会議 

給食委託業者連絡会 

０件 

２回 

４回 

２回 

１１回 

１１回 

０件 

２回 

４回 

２回 

１１回 

１１回 

２ 人権を尊重

した教育の推進 

自己申告面接等における指導 

人権に関する保護者満足度 

学校生活に関する中・高生徒満足度 

学校いじめ対策委員会等 

いじめ事案報告 

スクールカウンセラー通信の発行 

服務事故防止研修 

服務事故事案報告 

４回  

９５％超 

９５％超 

３回 

０件 

４回 

４回 

０件 

４回  

９８％ 

９７％ 

３回 

０件 

４回 

４回 

３件 

３ 個々の教育

的ニーズに応じ

た教育の推進 

授業における児童・生徒の端末使用率 

高３生希望進路の実現 

図書貸し出し数 

１００％ 

１００％ 

９００冊 

９０％ 

１００％ 

１２３９冊 

４ 社会に開か

れた学校づくり

の推進 

個別指導計画に関する保護者満足度 

学校情報の適時適切な発信に関する保護者満足度 

教育庁指導部指定事業の研究推進（連絡協議会） 

市内幼稚園、保育園、小・中学校、関係機関等への支援 

都立高校への支援（８校１０課程担当） 

副籍直接交流実施 

コーディネーター相談 

レインボーカフェの活用（来客数） 

９５％超 

９５％超 

３回 

３０回 

２０回 

４０名 

６０件 

４１０名 

９８％ 

９９％ 

３回 

３０回 

２０回 

４１名 

６６件 

５０８名 

５ 教職員の専

門性向上及びミ

ドルリーダー育

成の推進 

外部人材を活用した「発達検査結果の理解と活用」研修会 

授業力向上動画のデータベース化 

一人１回以上研究授業の実施 

ＩＣＴ機器及びデジタル教材を活用した授業 

保護者向けＩＣＴ通信の発行 

外部専門員の活用 

４回 

２００本 

１６０回 

８５％超 

４回 

４００回 

４回 

１６３本 

１５０回 

１００％ 

３回 

４１１回 

６ 適正で効率

的効果的な組織

運営及び働き方

改革の推進 

会議のペーパーレス化推進 

時間外在校時間縮減  月８０時間超人数 

月４５時間以下人数 

男性教職員育児休業所得促進 

安全衛生委員会 

職員健康診断等受診 

自律経営推進予算センター執行推進（執行率） 

学校評価アンケート実施（回収率） 

全会議 

０％ 

８５％ 

３名 

１２回 

１００％ 

６０％ 

９５％超 

全会議 

０．３％ 

７８％ 

３名 

１２回 

１００％ 

６１％ 

９５％ 
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Ⅱ 次年度の課題と改善策 

１ 安全で安心な教育環境の整備 

  ・大規模工事（裏山補強工事、太陽光パネル設置工事）実施上の安全管理の徹底 

  ・令和９年度入学予定医療的ケア対象児童受け入れ態勢の構築 

２ 人権を尊重した教育の推進 

  ・教職員の人権意識の向上 

・いじめの根絶 

  ・スクールカウンセラーの活用推進 

３ 個々の教育的ニーズに応じた教育の推進 

  ・児童・生徒の体力・運動能力の向上 

  ・児童・生徒のリーダーシップや考動力の育成 

４ 社会に開かれた学校づくりの推進 

  ・地域との連携の推進 

５ 教職員の専門性向上及びミドルリーダー育成の推進 

  ・教員のデジタル技術活用力向上 

  ・ミドルリーダーの育成 

６ 適正で効率的効果的な組織運営及び働き方改革の推進 

  ・服務事故ゼロの達成 

  ・働き方改革の推進 

 


